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’

自

本
問
題
の
意
義
は
、
一
八
九
○
年
二
円
退
職
に
先
立
つ
こ
、
ご
数
十
、
、
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
に
對
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク

●

自
身
の
語
を
以
て
そ
の
一
端
を
察
知
し
得
る
で
あ
ら
う
。
即
、
醜
に
川
側
に
一
旦
る
効
力
延
期
を
經
仁
ろ
祗
命
主
義
蒋
法
の

該
延
期
が
正
に
議
禽
に
依
っ
て
否
決
せ
ら
れ
し
哩
後
に
備
り
慨
愁
の
怖
遥
る
方
な
か
り
し
ビ
ス
マ
ル
ク
の
軍
事
豫
算
に
對

す
る
奉
答
を
見
る
に
、
彼
が
長
年
如
何
に
枇
稗
災
主
蹴
抑
峨
に
背
應
し
且
之
を
砿
要
祀
せ
し
か
を
恩
は
し
む
る
も
の
が
あ

る
。
口
、
「
臣
に
Ｅ
２
Ｌ
は
砲
兵
下
士
に
至
る
迄
充
分
に
弧
力
な
る
以
上
は
、
紅
梅
主
義
問
題
が
差
僻
っ
て
軍
或
問
題
以
上

、
咳

に
亜
要
で
あ
る
」
さ
。
惟
ふ
に
、
「
肺
愈
主
義
は
法
県
全
椛
主
義
ご
共
に
、
帝
剛
が
内
政
上
に
於
て
剛
ひ
し
雌
大
の
敵

４

２ ３

で
あ
っ
た
。
」
然
し
乍
ら
此
の
間
ひ
の
絶
預
は
一
八
七
八
年
十
川
ピ
ス
マ
ル
ク
の
多
年
渦
望
せ
し
祗
禽
主
韮
薪
法

Ｉ

（
の
○
醗
旨
二
胃
⑦
己
的
＄
⑦
冨
○
ユ
．
⑦
⑦
い
⑦
冒
晦
㈹
、
⑦
ロ
巳
⑦
砲
①
ｇ
①
一
己
暁
①
駁
一
員
毎
ｏ
彦
①
回
国
⑦
め
言
①
百
首
頤
⑦
旨
Ｑ
閂
、
Ｏ
Ｎ
』
四
丘
①
冒
○
岸
憾
舜
一
①
）
ざ

し
て
一
光
つ
彼
の
勝
利
を
示
す
結
果
ご
な
２
Ｌ
現
れ
た
。
斯
く
て
「
此
の
例
外
法
規
こ
そ
は
開
税
率
改
正
法
案
宮
」
共
に
、

３く １

帝
剛
宰
加
に
さ
っ
て
蚊
大
意
韮
を
有
す
る
立
法
的
活
動
の
成
果
で
あ
っ
た
。
」
に
も
拘
は
ら
ず
大
い
な
る
史
的
意
義
琶
我

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
壯
稗
乢
主
筑
餓
一
○
一
‐

ビ
ス
マ
ル
ク
の
對
祗
會
民
主
黛
策

■■■■

、

序

一
一
一
口

雁
Ｌ
Ｒ
ｒ
ｂ

田

中

友
次

郎
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1

一
般
に
ビ
ス
マ
ル
ク
の
砒
御
観
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
な
り
し
か
。
從
て
肺
愈
雌
主
灘
な
る
具
慨
的
瀧
派
に
對
す

る
彼
の
見
解
は
如
何
様
に
理
解
さ
る
・
べ
き
も
の
な
り
し
か
。

彼
は
牡
稗
災
主
薫
が
求
む
る
如
き
意
味
に
於
け
る
肺
・
稗
問
題
の
解
決
を
ぱ
今
川
の
風
家
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
夫
は
洲

の
搬
理
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
性
に
對
し
て
も
背
理
す
ろ
も
の
母
」
老
へ
仁
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
日
、
「
菱
本
家
勝
働
蒋

問
の
矛
盾
は
世
界
ざ
同
様
古
き
も
の
で
あ
る
。
夫
は
自
然
法
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
礎
改
さ
れ
る
事
は
川
來
な
い

も
の
で
あ
る
。
…
…
佃
変
人
諸
稚
族
及
彼
等
の
紫
絃
の
多
様
性
こ
そ
は
、
成
果
及
進
歩
の
鰯
の
不
断
の
聞
手
に
於
け
る
人

⑤

類
發
展
の
娘
も
力
弧
き
前
提
で
あ
る
云
云
」
・
己
・
惟
ふ
に
、
斯
か
る
極
端
な
る
現
状
維
持
的
保
守
主
義
思
想
が
後
年
識
・
御

に
於
て
彼
を
し
て
、
・
祗
禽
民
主
鍵
の
論
く
所
の
所
謂
未
来
風
家
（
昏
冒
ご
餅
の
冨
胃
）
を
以
て
夢
想
に
過
ぎ
ず
ご
噸
鯛
せ
し

む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
口
、
「
各
人
に
彼
の
物
が
制
柑
て
ら
れ
る
ざ
し
に
ら
、
人
糞
は
何
等
自
己
の
猫
立
の
職
業
を
も

渦
立
性
を
も
有
せ
ず
し
て
監
督
若
の
弧
制
下
に
あ
る
所
の
監
獄
の
如
き
生
活
に
陥
る
で
あ
ら
う
…
．
：
。
こ
れ
こ
そ
古
来
未

ピ
ス
マ
ル
ク
の
對
批
愈
雌
主
黛
策
一
○
二

産
の
淵
心
さ
は
該
法
自
罐
に
在
ら
ず
し
て
、
彼
を
し
て
そ
の
發
布
を
決
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
ら
し
む
る
に
到
り
し
俄
時
の

獅
逃
の
祗
獅
的
經
濟
的
發
展
、
同
昨
に
肺
命
民
主
灘
の
發
展
を
、
彼
の
価
性
或
は
肺
命
槻
に
照
し
て
観
察
す
る
所
に
こ
そ

存
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
嘗
て
シ
ュ
毛
フ
ー
（
の
ｍ
呂
冒
ｏ
扁
己
は
、
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
性
格
は
亦
、
蜜
に
彼
の
政

４

治
學
上
の
兄
解
さ
蛮
践
こ
の
雛
で
あ
る
」
、
こ
稲
し
た
。
さ
れ
ば
我
盈
は
此
の
鮎
よ
・
り
蒋
察
を
進
む
る
こ
さ
Ｌ
す
る
。

二
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
祗
會
観
と
牡
會
民
主
堂

’
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’
１

、

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
疵
愈
民
主
蕪
策
一
○
四

０

稗
的
難
問
に
對
し
未
だ
嘗
て
嵐
の
祇
禽
主
義
的
立
場
か
ら
之
を
解
決
せ
ん
ご
企
て
た
こ
Ｅ
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
怠

れ
ば
こ
そ
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
、
斯
か
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
自
稲
祗
禽
主
義
に
對
し
冷
笑
的
な
僻
句
を
以
て
攻
盤
の
鋒
を
向
け
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
曰
く
、
「
ビ
ス
マ
ル
ク
が
何
等
の
經
濟
的
必
然
性
な
し
に
只
戦
争
の
場
合
に
よ
り
良
く
利
附
し
得
ん
が

爲
に
、
織
逝
從
業
貝
一
ぜ
政
府
蝋
の
投
票
家
帯
角
⑦
骨
』
●
自
照
豊
目
白
ぐ
屋
〕
）
に
育
て
上
げ
ん
が
爲
に
、
別
し
て
議
称
の
決

議
に
拘
束
さ
れ
ざ
る
一
つ
の
新
た
な
る
財
源
を
作
川
さ
ん
が
爲
に
、
。
フ
ロ
シ
ャ
の
主
要
繊
道
線
を
剛
有
に
し
た
所
で
、

ｌ
ｌ
そ
れ
は
直
接
的
に
も
Ⅲ
接
的
に
も
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
断
じ
て
砒
御
主
義
的
施
設
で
は
な
い
言
至
ざ
。
メ

リ
ー
ン
グ
に
至
っ
て
は
更
に
鰐
什
概
裳
ろ
言
僻
を
以
て
自
榊
祇
奔
主
義
の
裏
而
を
指
摘
論
難
し
て
ゐ
る
・
日
、
「
布
も
ビ
ス

マ
ル
ク
の
就
称
主
義
な
る
も
の
が
云
云
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
布
施
祇
称
主
義
或
は
從
僕
献
衛
主
義
（
筐
目
。
の
目
Ⅱ

。
：
獄
隠
］
且
①
旨
の
。
爵
屏
目
巨
の
）
ご
名
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
．
、
ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
祇
禽
主
義
ざ
い
ふ
言
葉
を
ざ
う
し
て

砲
濫
川
し
た
い
な
ら
ば
、
此
の
肺
介
主
義
の
本
磁
は
次
の
中
に
あ
る
。
即
、
布
施
に
依
っ
て
勝
働
新
の
眼
を
肢
ま
し
斯
く

し
て
鍔
働
肴
を
恩
給
を
樂
み
に
し
て
ゐ
る
宮
廷
の
從
僕
員
に
い
に
も
つ
ご
易
凌
さ
願
使
さ
れ
、
幾
ら
で
も
仕
那
を
云
付
け

２

ら
れ
る
や
う
に
す
る
｝
」
さ
で
あ
る
」
こ
・
斯
く
て
我
糞
は
此
の
二
人
の
紅
梅
主
義
着
の
蛎
言
の
中
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
捗
仰

階
級
に
對
す
る
一
般
的
政
策
の
丘
の
姿
を
槻
察
し
得
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
「
常
に
か
の
榮
騨
あ
る
・
フ
ロ
シ
ヤ
王
剛
、
プ
ｇ
ン

３く

ヤ
剛
家
、
渦
逃
帝
國
に
ご
っ
て
の
意
義
を
共
の
政
策
の
決
定
的
問
題
ご
せ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
」
に
對
し
て
は
、
政
敵
の
斯
か
る

噸
脇
も
巳
む
を
得
な
い
一
」
ざ
で
あ
っ
た
。
共
故
に
こ
そ
ロ
ー
マ
ン
・
メ
ー
’
一
ツ
ヒ
角
Ｏ
Ｂ
昌
冒
９
両
）
も
、
肺
命
災
主
盈

義
的
祗
禽
主
義
ざ
ビ
ス
マ
ル
ク
の
自
稻
祇
禽
主
義
印
所
謂
彼
の
國
家
祇
獅
主
義
ざ
の
不
倶
戴
天
さ
も
孵
す
べ
き
矛
応
に
就



’ 面 ■

て
極
め
て
明
瞭
な
る
端
的
表
現
を
企
て
具
ゐ
る
。
日
、
「
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
祇
禰
民
主
熊
の
革
命
的
マ
ル
ク
ス
的
核
心
に

於
け
る
國
家
を
危
く
す
る
傾
向
か
ら
生
ず
る
所
の
困
難
な
る
問
題
に
對
し
て
は
、
彼
の
歴
史
的
課
題
今
ぜ
ぱ
風
家
献
命
咽
主
義

的
思
想
の
中
に
於
て
理
解
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
此
の
破
壊
的
勢
力
を
弱
め
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
ｋ
な
り
、
辨
避
蛮
施
に
も
拘

ら
ず
無
産
階
級
の
階
級
闘
争
を
根
絶
せ
ん
ざ
努
め
た
の
で
あ
つ
仁
。
数
か
ら
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
及
、
其
の
政
蕪
、
こ
龍
命

■

的
根
本
思
想
に
正
に
背
離
し
岡
家
及
斌
禽
の
問
題
を
ぱ
岡
災
的
見
地
よ
り
把
握
せ
ん
ざ
す
る
岡
家
献
愈
主
義
ざ
の
也
接
的

■
凡
時
。１く

絶
総
が
明
か
に
生
じ
て
來
に
の
で
あ
る
」
↓
ご
・

椎
ふ
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
肺
命
災
主
難
に
對
す
る
嫌
悪
の
怖
は
、
既
に
Ⅲ
十
年
代
の
経
り
に
於
け
る
彼
の
言
を
以
て
共

の
強
烈
の
程
を
見
る
事
が
肌
来
る
の
で
あ
る
。
帥
彼
は
、
一
八
川
九
年
初
め
仙
林
に
於
け
る
戒
嚴
状
態
の
撤
去
に
開
す
る

識
諭
に
糊
っ
て
、
祗
衡
民
主
盈
韮
粁
逹
さ
對
話
中
そ
の
一
人
デ
ス
テ
ａ
）
屏
誌
Ｈ
）
に
向
っ
て
日
、
「
余
に
し
て
命
令
樅
を
有

［
ひ１ Ｊに

し
て
ゐ
る
芭
せ
ぱ
、
直
ち
に
諸
飛
を
銃
殺
の
刑
に
虚
せ
し
む
る
も
の
を
」
、
と
・
之
に
對
す
る
デ
ス
テ
の
答
は
亦
、
正
に
剛

粁
の
犬
猿
も
仁
回
な
ち
ざ
る
州
敵
覗
の
様
を
如
蛮
に
表
現
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
・
・
目
〃
‐
「
我
凌
に
し
て
何
勝
か

政
椛
を
有
す
る
に
至
ら
ぱ
、
武
下
を
絞
殺
の
刑
に
虎
す
る
で
あ
ら
う
」
ざ
。
に
も
拘
は
ら
ず
六
十
年
代
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
（
一

八
二
五
’
六
川
）
指
導
下
の
祠
瀧
さ
低
乙
の
關
係
を
見
る
時
、
鼓
に
彼
の
肺
禽
災
主
黛
に
對
す
る
根
本
的
見
解
守
」
正
に
祁

對
す
る
彼
の
態
度
を
見
る
の
で
あ
る
。
夫
故
に
こ
そ
後
七
十
年
代
以
後
に
於
て
、
「
彼
が
同
蕊
ぜ
ぱ
剛
家
に
危
瞼
な
る
も

の
、
逗
見
倣
し
た
が
故
に
之
を
辿
需
し
だ
と
い
ふ
こ
。
こ
は
肺
御
災
主
瀧
に
對
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
態
度
を
一
つ
の
矛
肝
に
充

６１Ｆ
、

ち
に
賜
鹿
げ
た
も
の
ご
な
し
に
」
の
で
あ
っ
た
。

ビ
ス
マ
ル
ク
の
對
斌
命
比
主
筑
紫
一
○
五

I

Ｉ
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I

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
肚
禽
比
主
黛
錐
一
○
六

蓋
し
、
｜
フ
ッ
サ
ｒ
ル
時
代
に
於
け
る
祗
愈
民
、
韮
蕪
に
對
す
る
彼
の
友
好
的
態
度
な
る
も
の
が
、
全
く
政
錐
的
意
岡
に
川

で
し
も
の
な
る
事
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
明
か
な
こ
ざ
で
あ
っ
た
。
よ
し
や
ビ
ス
マ
ル
ク
が
、
自
分
ざ
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
關
係

を
ぱ
軍
な
る
個
人
的
稗
談
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ざ
公
言
し
、
（
一
八
七
八
年
九
川
十
七
ｎ
帝
剛
議
命
に
於
け
る
斌
碗
）
自
分

は
一
佃
の
多
才
な
る
善
き
隣
人
に
對
す
る
ご
同
様
に
一
フ
ッ
サ
ー
ル
さ
打
寛
い
で
雑
談
し
た
の
で
あ
る
ざ
確
言
し
や
う
雪
と

７ｑ

も
、
「
斯
か
る
確
言
を
基
礎
付
け
や
う
さ
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
試
み
粍
洲
稽
な
も
の
は
な
か
っ
た
ｃ
」
即
、
彼
は
七
八
年

帝
剛
議
称
に
於
け
る
糯
明
に
於
て
口
、
「
我
だ
の
淵
係
は
、
全
然
政
論
的
商
議
の
性
礎
を
有
ち
柵
ろ
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
素
寒
貧
の
ラ
ッ
サ
ー
ル
が
余
に
何
を
哩
求
し
何
を
提
川
す
る
こ
さ
が
川
來
に
、
迫
い
ふ
の
か
。
：
…
・
彼
は
太
極
ざ
し
て

の
余
に
與
へ
得
る
様
な
物
は
何
一
つ
有
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
彼
の
有
っ
て
ゐ
た
物
は
私
人
ざ
し
て
余
蒋
惹
・
さ
付
け
に
或
物

■
一

で
あ
っ
た
。
．
．
…
・
彼
は
極
め
て
顯
若
な
る
風
雌
的
君
主
的
思
想
の
持
主
で
あ
っ
た
。
彼
の
求
め
た
理
念
（
国
の
。
）
は
柵
逃

帝
剛
で
あ
っ
た
。
此
の
軸
に
於
て
我
糞
は
接
燗
鮎
を
持
つ
仁
の
で
あ
る
云
皇
さ
・

ピ
ス
マ
ル
ク
が
果
し
て
ラ
ッ
サ
ー
ル
を
瀦
主
裳
韮
群
な
り
と
丘
に
信
じ
て
ゐ
化
か
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る
が
要
す
る
に

七
八
年
の
議
命
斌
詑
に
於
て
は
ラ
ッ
サ
ー
ル
を
故
意
に
誇
張
し
て
誰
唆
し
、
彼
の
死
（
一
八
六
川
年
八
川
）
後
の
肺
御
災
主
賦

の
運
動
に
對
し
聴
衆
を
し
て
一
肘
危
険
な
り
ざ
の
感
を
弧
く
抱
か
し
め
ん
が
爲
の
煽
動
的
意
剛
に
川
で
た
る
も
の
な
る
こ

さ
は
誤
り
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
所
調
飛
主
交
雑
思
想
の
所
有
背
ラ
ッ
サ
ー
ル
は
市
比
階
級
の
阿
家
槻

に
對
抗
し
て
彼
自
ら
、
一
．
努
働
階
級
の
固
家
理
念
」
琶
孵
す
る
も
の
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
が
本
来
の
マ
ル
ク
ス

的
階
級
國
家
概
琶
は
大
に
趣
を
異
に
．
せ
る
極
め
て
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
た
難
が
、
鍵
方
よ
り
の
政
策
的
結
合
を
容
易
な

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
ｈ
日
■
■
且
’



ユ

、

ら
し
め
に
模
で
あ
つ
靖
日
、
「
派
荘
雁
史
は
自
然
ざ
の
闘
争
で
あ
る
。
窮
乏
、
無
智
貧
困
無
力
從
て
人
知
が
雁

史
の
始
に
脊
蕩
し
た
時
の
我
凌
の
壯
態
で
あ
っ
た
凡
ゆ
る
諏
獅
の
不
自
川
壱
こ
の
闘
雫
で
あ
る
。
此
の
無
力
（
旨
画
ｏ
臣
。
烏
‐

青
ど
の
克
服
の
進
行
、
之
が
歴
史
の
示
す
所
の
自
由
の
發
展
で
あ
る
。
此
の
自
山
の
發
展
を
、
此
の
人
知
の
白
川
へ
の

發
展
を
示
す
も
の
が
圃
家
で
あ
る
。
．
…
：
故
に
剛
家
の
、
的
は
人
棚
を
械
極
的
展
開
、
進
歩
的
稚
展
に
至
ら
し
め
る
こ

つ
こ
、
挫
一
両
す
れ
ば
人
冊
の
使
命
を
、
即
、
人
類
の
能
く
す
る
文
化
を
ぱ
現
在
的
存
在
に
形
成
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
側
家
山

、
的
は
自
山
へ
の
人
知
の
敢
化
及
發
展
で
あ
る
。
…
…
謝
飛
、
之
が
剛
家
の
炭
の
荊
徳
的
木
惟
（
碗
胃
胃
胃
》
ｚ
胃
胃
）
で

あ
り
、
そ
の
混
正
の
よ
り
向
き
任
務
で
あ
る
。
．
…
・
部
、
勝
伽
階
級
の
理
念
（
国
の
。
Ｑ
⑦
め
ど
ず
①
胃
目
昌
号
切
）
の
下
に
世

８

か
る
」
鯛
家
憾
ｌ
此
の
脚
家
伽
載
徳
鯏
本
性
紺
、
；
任
務
這
す
る
で
あ
ら
う
：
…
』
蘆
・
斯
な
・
蛎
側
級
雌
の
剛
家

棚
、
彼
の
老
食
脂
眞
正
の
意
味
で
の
剛
家
そ
の
物
は
、
政
論
的
駈
引
に
於
て
は
塒
に
ビ
ス
マ
ル
ク
の
前
に
於
て
は
「
・
プ
ロ

、
ン
ャ
風
家
」
に
鍵
形
さ
れ
て
ゐ
た
こ
さ
は
奔
易
に
想
像
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
雨
蒋
の
政
漿
的
結
令
よ
り
し
て
ビ

ス
マ
ル
ク
は
何
を
期
待
し
て
ゐ
に
の
で
あ
る
か
。

即
、
彼
は
、
斯
か
る
政
策
的
結
合
に
依
２
Ｌ
労
働
群
犬
衆
を
ぱ
過
激
な
る
肺
愈
雌
主
廷
誰
群
よ
り
通
ざ
け
つ
ｌ
他
方
徐

凌
た
る
改
良
策
を
施
し
て
鍔
働
群
の
湫
心
ぜ
翼
ひ
、
之
罪
を
政
府
の
味
方
守
」
な
し
、
彼
の
所
洲
此
の
忠
誠
な
る
飛
主
制
の

同
蝿
新
の
勢
力
雲
や
画
て
、
彼
の
生
來
嫌
悪
す
る
新
興
の
都
市
的
溢
水
勢
力
に
對
抗
さ
せ
ん
ご
企
て
た
の
で
今
の
っ
た
．

抑
凌
彼
が
壮
称
氏
主
瀧
さ
斯
か
る
結
合
を
企
て
し
ラ
ッ
サ
ー
ル
時
代
に
於
て
、
勝
側
問
題
に
興
味
を
有
も
糠
側
階
級
の

意
を
迎
へ
て
識
施
設
に
手
笹
染
め
し
束
柄
は
、
よ
し
や
ビ
ス
マ
ル
ク
向
身
「
政
府
の
側
よ
り
し
て
嘗
て
耐
称
災
主
瀧
を
利

ビ
ヱ
↓
、
ル
ク
の
對
肚
含
乢
主
筑
錐
一
○
七

〃

､

｢



Ｉ

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
疵
稗
比
主
熊
漿
一
○
八

川
せ
ん
ご
企
て
し
こ
、
こ
な
し
」
（
一
八
七
八
年
九
州
十
七
Ⅱ
帝
倒
議
称
波
説
）
ご
公
言
し
や
う
、
と
も
、
笈
に
専
ら
剛
家
耽

介
主
義
的
兇
地
よ
り
都
市
的
新
興
勢
力
に
對
す
る
反
對
勢
力
さ
し
て
利
川
せ
ん
が
鰯
で
あ
っ
た
。
蓋
し
彼
が
如
何
に
斯
か

る
白
川
主
義
を
代
表
す
る
新
興
の
都
市
的
姿
本
勢
力
を
蠅
悪
せ
る
か
は
、
嘗
て
彼
自
身
語
り
し
言
に
徴
し
て
も
想
像
し
得

る
所
で
あ
る
。
即
、
一
八
九
○
年
正
に
そ
の
宰
加
職
を
退
か
ん
ご
す
る
時
に
備
り
、
「
余
は
余
の
計
喪
に
於
て
、
プ
ロ
シ

ャ
の
官
職
に
開
し
て
は
如
何
な
る
場
合
に
も
余
の
後
繼
蒋
さ
し
て
一
人
の
猫
軍
を
選
ぶ
べ
き
を
勧
め
た
。
何
を
な
れ
ば
余

は
、
肺
称
主
義
運
動
ど
の
醐
一
の
側
手
に
於
て
帝
剛
談
獅
の
再
三
の
解
散
に
粉
り
、
嫌
な
こ
さ
乍
ら
、
ボ
ー
デ
ル
シ
ュ
ウ
ィ

９ １１ｌ

ン
グ
目
且
農
呂
乱
己
警
）
そ
の
他
の
如
き
自
曲
主
義
的
の
大
臣
が
皇
帝
を
代
表
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
」
ざ
・

■

さ
れ
ば
ラ
ッ
サ
ー
ル
に
依
り
提
案
さ
れ
ビ
ス
マ
ル
ク
に
さ
っ
て
主
要
問
題
琴
」
な
り
し
剛
床
柿
助
の
生
産
組
合
亀
境
。
号
一
両
‐

目
四
ｍ
の
。
凰
昌
○
口
目
舜
聾
冒
扇
巨
符
）
に
於
て
も
彼
は
、
生
産
組
合
そ
の
物
の
原
理
に
同
意
し
た
さ
い
ふ
よ
り
も
寧
ろ
之
に

。

０２ Ｊｆ

タ

對
し
「
煽
動
的
な
興
味
」
を
抱
き
し
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
即
、
之
を
以
て
淵
昨
手
工
業
者
や
鍔
働
薪
剛
に
机
術
の

勢
力
を
及
ぼ
し
て
ゐ
に
所
の
「
進
歩
熊
の
旗
下
に
シ
ュ
ル
チ
ェ
・
デ
リ
ッ
チ
ａ
ｏ
冒
胃
。
Ⅱ
己
①
馬
の
号
）
の
刺
立
せ
る
儒
川

りく ２

組
合
及
腺
料
組
合
」
の
運
動
に
對
抗
せ
ん
が
鰯
で
あ
っ
た
。
六
二
年
十
凡
一
フ
イ
プ
チ
ヒ
に
於
て
。
ヘ
ン
キ
屋
ア
イ
ヒ
ラ
ー

（
国
。
匡
。
劇
）
が
鍔
側
溝
に
向
ひ
、
「
今
政
椛
ぞ
掌
握
し
て
ゐ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
内
閣
は
、
鍔
働
對
に
好
意
を
有
し
て
ゐ
る
。

７配く

そ
し
て
勢
働
蒋
が
進
歩
蝋
に
背
溌
向
け
さ
へ
す
れ
ば
直
ち
に
鍔
働
考
の
鰯
に
識
す
で
あ
ら
う
」
ご
宣
言
せ
し
事
柄
は
正
に

此
の
一
Ⅲ
の
事
柄
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
斯
く
て
史
に
亦
六
七
年
鍔
伽
新
に
許
迦
逓
来
椎
を
典
へ
仁
の
も
専
ら
斯
か
る
政
治
的

理
山
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
。
夫
故
「
ビ
ス
マ
ル
ク
、
ビ
ラ
ッ
サ
ー
ル
」
の
蕃
芳
マ
イ
エ
ル
（
旨
葛
⑦
鼎
）
も
露
冊
な
僻
何
を

Ｉ‐

ｒ

壷
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○

議
禽
に
於
て
べ
－
。
ヘ
ル
代
議
士
だ
つ
仁
か
リ
ー
。
フ
ク
ネ
ヒ
ト
だ
っ
た
か
何
れ
に
せ
よ
此
の
中
の
一
人
が
、
熱
情
的
な
訴
へ

の
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ム
ュ
ン
を
政
治
組
織
の
典
型
さ
し
て
主
張
し
、
自
ら
剛
災
の
前
で
殺
人
潜
及
放
火
犯
人
の
耐
一
ｍ

な
る
も
の
を
公
に
し
た
所
の
其
の
瞬
間
か
ら
始
っ
て
ゐ
る
。
…
…
此
の
瞬
間
か
ら
余
は
、
就
含
民
主
凌
義
的
な
要
素
の
中

ｊ鰯

に
、
餌
家
及
就
禽
が
夫
に
對
し
正
辮
Ⅷ
防
衞
の
巾
に
立
つ
所
の
敵
を
認
め
に
の
で
あ
つ
に
」
さ
・
寶
に
七
一
年
五
Ⅱ
、
議
禽

に
於
け
る
今
へ
１
ベ
ル
の
波
読
は
、
そ
の
僻
句
の
中
に
不
安
さ
欲
繋
に
滿
ち
た
る
辞
帆
時
の
大
衆
に
對
す
る
煽
動
的
効
果
を
收

む
る
こ
さ
如
何
に
大
な
り
し
か
を
恩
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
同
「
諸
謂
は
確
信
せ
よ
。
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
が
、
自
由
さ
猫
立
の
精
祁
を
尚
胸
中
に
抱
い
て
ゐ
る
一
切
の
人
糞
が
パ
リ
ー
を
見
つ
め
て
ゐ
る
ご
い
ふ
こ
さ

を
。
又
諸
君
は
記
憶
せ
よ
。
に
さ
ひ
一
瞬
に
し
て
パ
リ
ー
が
征
服
さ
れ
る
さ
し
て
も
パ
リ
ー
の
職
は
一
つ
の
前
哨
戦
に
過

ぎ
な
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
は
依
然
Ｅ
し
て
我
凌
の
前
に
辿
っ
て
ゐ
る
さ
い
ふ
こ
ご
む
。
数
年
も
經
一
Ｌ
な
い
中
に
か
の

パ
、
リ
ー
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
る
『
王
宮
へ
の
戦
ひ
、
茅
舎
へ
の
平
和
蛎
乏
さ
、
獺
怖
の
淌
滅
』

（
侭
同
一
①
胴
号
口
弔
農
冒
①
口
〉
淳
肖
且
①
：
冒
国
〔
詳
圖
］
〉
目
○
Ｑ
号
制
ｚ
ｏ
奇
巨
且
号
目
，
乏
胃
閨
隠
豊
〕
頤
）
が
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
・
フ
ロ
レ

９２

タ
リ
ア
ー
ト
の
ス
ロ
十
ガ
ン
ざ
な
る
で
あ
ら
う
這
い
ふ
こ
ざ
を
…
…
」
さ
。
勿
論
・
、
ヘ
ー
ベ
ル
が
後
七
八
年
マ
ル
ク
ス
宛
の

書
翰
に
於
て
、
「
余
は
祗
命
災
主
蕪
が
。
ハ
リ
ー
・
コ
ン
ム
ュ
ン
を
強
談
す
る
に
至
る
ま
で
は
同
薫
に
刷
怖
を
有
っ
て
ゐ
に

０３

も
の
ｒ
の
る
」
ご
公
一
一
ｍ
せ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
辮
明
を
ぱ
、
「
佃
笑
す
べ
き
口
渡
・
一
を
し
て
噸
鴻
せ
る
如
く
、
よ
し
や
彼
は

一
兀
來
決
し
て
祇
命
災
主
黛
に
對
し
て
好
意
を
有
っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
つ
仁
に
せ
よ
、
パ
リ
ー
・
コ
ン
ム
ュ
ン
こ
そ
は
、

嘗
て
之
に
先
立
つ
「
七
十
年
パ
リ
ー
に
於
け
る
ブ
ラ
ン
ク
（
国
目
。
）
さ
、
。
ハ
ロ
デ
ー
（
国
胃
。
１
。
計
）
さ
の
剛
氏
議
秤
へ
の

ピ
ス
マ
ル
ク
の
對
祇
愈
比
主
黛
紫
二
一

1
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●

ビ
ス
一
、
ル
ク
の
對
祇
含
比
主
蕪
錐
二
二３

選
出
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
し
て
其
の
凡
て
を
放
棄
せ
ん
ざ
兇
儒
せ
し
む
る
程
に
驚
か
し
た
」
蔀
柄
に
も
燃
し
て
、
・
ビ

■
、
ム

ハ
『
Ｊ

ス
マ
ル
ク
に
正
に
「
眠
ら
れ
ぬ
噸
一
夜
」
（
ａ
の
《
《
①
目
①
の
。
匡
畠
ｏ
の
⑦
ｚ
画
。
胃
ご
）
を
術
し
に
大
事
件
で
あ
り
、
彼
を
し
て
祗

含
民
主
灘
の
運
動
の
本
斑
を
知
ら
し
め
た
光
明
（
貝
。
胃
胃
画
匡
）
で
あ
っ
た
。
而
も
此
の
時
に
愉
恥
ソ
、
「
コ
ン
ム
ュ
ン
こ
そ

來
る
べ
蓄
欧
洲
革
命
の
前
兆
だ
、
巳
宣
言
せ
る
ジ
ュ
ー
ル
。
フ
ァ
ー
ブ
ル
Ｑ
巳
の
伽
恩
ぐ
筍
の
伽
）
の
害
が
亦
仙
林
に
於
て
殊
に
ビ

３

ス
・
マ
ル
ク
に
對
し
直
接
大
な
る
感
銘
を
與
匡
正
に
此
の
瞬
間
に
、
彼
の
胸
中
に
公
然
た
る
献
御
民
主
蛾
獅
唯
の
決
定
的

動
機
が
生
じ
て
来
た
の
で
あ
つ
に
。
斯
か
る
中
に
肺
御
民
主
煎
系
機
關
紙
の
激
烈
な
る
諭
調
が
亦
ビ
ス
マ
ル
ク
の
決
心
を

愈
盟
固
く
せ
し
め
婿
然
れ
ば
彼
自
身
も
前
述
の
七
八
年
識
愈
波
論
に
於
て
之
を
浦
諭
し
て
日
、
「
術
時
コ
ン
ム
ュ
ン
に

向
け
ら
れ
た
る
此
の
修
僻
的
訴
へ
、
脅
迫
ご
暴
力
行
筋
へ
の
此
の
訴
へ
は
、
一
搬
翠
に
修
僻
的
形
式
琶
見
倣
さ
る
べ
き
で

あ
ら
う
か
。
数
年
來
余
は
斯
か
る
新
聞
を
注
意
し
て
來
仁
の
で
あ
っ
た
。
：
…
．
そ
こ
で
は
『
ロ
シ
ヤ
の
旨
①
”
ｇ
Ｎ
ｏ
冨
符

３

軍
の
殺
害
』
が
正
柑
の
犯
刑
さ
し
て
識
か
れ
て
居
り
、
殆
ん
ざ
談
解
さ
れ
な
い
程
の
言
葉
で
、
我
が
稲
逃
の
情
勢
に
對
す

調

る
此
の
同
様
の
遥
り
方
の
行
使
を
勧
め
て
ゐ
に
。
誰
…
…
之
等
は
丘
に
弊
戒
す
べ
き
覗
柄
で
あ
ら
う
」
ざ
。

斯
く
て
要
す
る
に
一
八
七
一
年
三
川
の
パ
リ
ー
・
コ
ン
ム
ュ
ン
の
問
題
を
決
定
的
動
機
毒
こ
し
て
、
「
爾
来
ビ
ス
マ
ル
ク

は
剛
難
の
活
動
を
ぱ
仇
敵
に
兇
倣
し
、
之
に
對
抗
す
る
こ
さ
は
閏
家
並
に
肺
獅
の
正
術
防
衞
で
あ
る
さ
し
て
克
服
し
雁
迫

。
〕

《
ｎ
》

せ
ん
ご
試
み
だ
の
で
あ
っ
た
Ｏ
」
蛮
際
に
於
て
今
や
ビ
ス
マ
ル
ク
は
杜
稗
民
主
蕪
に
對
し
て
公
然
た
る
弾
唾
の
斧
を
揮
ふ

に
至
っ
た
の
で
あ
る
心
「
七
二
年
に
は
早
く
も
同
蕊
の
二
人
の
領
袖
仁
る
ゞ
へ
１
．
ヘ
ル
及
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
が
、
‐
杵
迩
法
の

３７

下
に
叛
逆
罪
の
名
に
依
っ
て
禁
鋼
に
虚
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ど
‘



之
よ
り
先
、
ビ
ス
マ
ル
ク
は
既
に
一
八
七
一
年
商
務
相
イ
ッ
ッ
ェ
ン
。
フ
リ
ッ
ッ
伯
に
對
す
る
注
目
す
べ
き
書
翰
に
於
て
、

彼
の
努
働
運
動
に
對
す
る
根
本
熊
度
卒
述
べ
て
目
・
「
政
府
は
Ｉ
生
産
、
交
易
、
及
慨
格
の
諾
關
係
の
裡
に
共
の
正
柑

な
る
邪
曲
を
有
つ
所
の
鍔
働
蒋
階
級
の
要
求
に
對
し
て
は
、
夫
が
一
般
の
岡
家
利
需
甸
ご
調
和
し
得
る
も
の
で
あ
る
に
限

り
、
立
法
並
に
行
政
を
通
し
て
之
彩
迎
へ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
Ⅲ
岡
家
浄
．
危
く
す
る
煽
動
に
對
し
て
は
健
全
な
る
公
的
生

。
・
１
グ
ｉ
Ｌハベ〕８

活
を
萎
縮
せ
し
め
ざ
る
限
り
、
禁
止
乃
至
刑
罰
法
規
を
以
て
之
を
防
禦
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
さ
。
越
へ
て
明
年
更
に
皇
帝

ウ
ィ
リ
ャ
ム
一
世
に
上
書
し
て
日
、
ラ
・
…
・
所
謂
剛
際
肺
禽
煎
（
目
前
圏
畠
○
口
己
の
）
は
軍
に
、
一
時
的
さ
は
い
へ
そ
の
中

で
全
文
明
批
界
に
亘
っ
て
の
病
氣
（
嗣
儲
自
震
⑦
ｇ
が
現
は
れ
て
ゐ
る
所
の
形
式
の
蚊
も
著
し
い
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
…
…

此
の
治
療
法
が
愛
現
さ
れ
な
い
限
り
は
恐
ら
く
、
現
存
の
所
有
椎
に
對
す
る
暴
力
に
依
る
侵
需
の
企
て
に
對
し
て
祇
禽
を

擁
護
す
る
こ
ぎ
が
政
府
の
課
題
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
…
：
。
寧
ろ
問
題
僕
暴
力
的
侯
需
の
鰯
の
凡
ゆ
る
企
州
を
監
覗
し
發

兄
す
る
の
み
な
ら
ず
何
よ
り
も
第
一
に
、
此
の
企
州
を
唯
制
す
る
こ
、
巳
が
川
来
る
ゞ
己
い
ふ
こ
己
で
あ
る
。
此
の
日
的
の
鰯

兇
す
る
の
み
な
ら
ず
何
よ
り
も
錐
一
に
、
岬

９⑬

に
は
通
常
な
る
法
律
が
必
要
で
あ
る
」
ゞ
と
。

。
要
す
る
に
ピ
ス
マ
ル
ク
に
ご
っ
て
は
、
「
耽
稗
主
張
的
運
動
に
封
す
る
現
存
岡
家
の
干
渉
は
、
献
稗
主
張
理
論
の
勝
利
亡
‐

少
く
さ
も
同
じ
意
味
を
有
つ
も
の
で
は
な
く
し
て
寧
ろ
、
現
在
の
優
勢
な
る
叫
家
椛
力
の
行
使
が
祗
愈
主
韮
運
動
の
目
下

の
昏
迷
状
態
を
停
止
せ
し
め
、
我
糞
が
誠
禽
主
誰
的
要
求
の
中
正
術
ご
恩
は
れ
る
且
現
存
の
悶
家
的
祗
命
的
秩
序
の
枠
内

に
於
て
愛
現
せ
ら
れ
得
る
も
の
を
果
す
ご
い
ふ
こ
ざ
に
依
っ
て
奄
之
を
健
全
な
逆
・
へ
引
戻
す
篤
の
唯
一
．
の
手
段
で
あ
つ

０

だ
。
」
．
（
一
八
七
一
年
十
一
月
十
七
日
、
イ
ッ
ッ
ェ
ン
プ
リ
ッ
ッ
伯
の
答
苦
に
對
す
る
再
答
普
）
而
も
同
時
に
我
盈
は
以
上
の

ビ
ス
、
マ
ル
ク
の
對
肚
愈
氏
主
然
漿
．
二
三

I

1
」



I

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
批
御
民
主
燕
錐
二
四

書
翰
の
中
に
、
後
セ
ハ
年
の
耐
愈
主
義
新
法
に
封
す
る
彼
の
根
本
方
針
の
具
磯
的
内
容
を
認
む
る
こ
さ
が
出
來
る
で
あ
ら

う
。
嘗
て
、
ン
ゞ
モ
ラ
ー
に
依
っ
て
「
飛
主
糞
韮
的
献
秤
改
革
の
古
典
的
形
式
」
（
島
⑦
匡
画
圏
の
号
の
甲
圓
骨
昌
〕
ぬ
。
旨
日

日
。
昌
胃
ｏ
匡
号
２
３
国
菖
舜
氏
。
乱
）
、
こ
稲
せ
ら
れ
に
之
等
の
諜
翰
は
、
明
瞭
に
二
簡
の
事
、
即
、
一
方
に
於
て
、
現
存
秩
序
の

内
部
》
Ｌ
於
て
生
床
技
術
や
交
通
や
仙
桁
側
係
の
礎
動
に
曲
來
す
る
所
の
勢
働
新
附
級
の
要
求
は
之
を
流
し
、
之
に
反
し
て

制
度
そ
の
物
に
對
す
○
意
識
的
闘
争
は
之
を
法
律
的
に
弾
雌
す
る
ご
い
ふ
意
味
を
含
ん
で
ゐ
る
。
斯
く
て
勢
仰
考
運
動
に

對
す
ろ
ビ
ス
マ
ル
ク
の
全
政
策
は
、
此
の
二
佃
の
方
策
の
細
合
せ
で
あ
っ
て
、
後
年
一
は
祉
禽
保
険
立
法
ざ
し
て
愛
現
さ

れ
、
他
は
就
衡
主
義
者
法
ご
な
っ
て
蜜
現
さ
れ
↑
卜
の
で
あ
っ
た
。
而
も
そ
の
中
心
鮎
は
勿
論
弾
唾
の
方
面
に
集
中
せ
ら

れ
、
改
良
策
は
単
に
破
行
的
二
次
的
《
俗
形
で
の
み
短
時
日
の
裡
に
追
加
せ
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
つ
に
の
で
あ
る
。

換
一
両
す
れ
ば
、
彼
は
改
良
策
に
對
し
て
軍
に
政
論
的
意
味
の
み
し
か
與
へ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
、
夫
は
鞭

４２く

（
勺
①
巖
呂
①
）
に
對
す
る
「
菓
子
」
（
侭
一
』
。
冨
号
ｇ
庁
）
に
過
ぎ
な
か
つ
に
・
・
彼
自
身
一
八
八
二
年
六
月
帝
剛
議
禽
に
於
て
、

４３Ｊ

‐
「
閲
家
に
對
し
数
滴
の
砒
稗
的
番
油
を
調
製
す
べ
き
こ
芭
」
を
公
に
宣
言
し
て
ゐ
る
那
柄
を
正
に
自
ら
之
を
白
状
せ
る
も

の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
惟
ふ
に
鼓
に
我
産
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
献
御
民
主
黛
弾
歴
の
彼
の
全
肚
．
命
岬
政
災
に
對
す
る
地
位

を
認
む
る
さ
同
時
に
彼
の
所
訓
献
愈
政
紫
な
る
も
の
ｋ
根
本
特
質
を
察
知
す
る
こ
と
が
川
來
る
の
で
あ
る
。

遮
莫
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
公
然
に
る
祗
禽
氏
主
難
弾
嘩
は
一
八
七
一
年
三
凡
の
パ
リ
ー
・
コ
ン
ム
ュ
ン
を
契
機
ざ
し
て
急

速
な
る
進
展
を
な
し
に
。
彼
は
暁
に
．
・
ハ
七
三
年
に
は
鍔
働
附
級
に
對
す
る
例
外
法
規
を
要
求
し
た
。
彼
は
誉
業
法
に

對
す
る
追
加
法
律
を
帝
閏
議
命
に
提
出
し
、
之
に
從
っ
て
静
働
若
の
契
約
述
背
笹
法
律
的
に
虎
罰
せ
ん
さ
し
、
更
に
新
聞

！
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法
案
の
提
起
琴
笹
企
て
た
・
之
は
正
し
く
砒
含
民
主
蕪
系
新
聞
の
弾
歴
を
企
川
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
そ
の
第
一
干
條
は
、

「
川
版
物
に
於
て
家
族
、
所
有
樅
、
全
図
雌
的
辱
役
義
務
叉
は
國
家
組
織
の
共
他
の
韮
礎
を
迩
徳
、
法
律
概
念
又
は
帆
剛

愛
一
笹
破
壊
し
去
る
方
法
に
於
て
…
…
又
は
市
災
祇
稗
の
諸
關
係
李
鴛
公
安
を
素
す
方
法
に
於
て
攻
準
す
る
所
の
粁
奎
竺
雍

二
Ｊ

４
０ Ｊ

以
下
の
禁
釧
は
懲
役
に
庭
す
る
」
ご
規
定
し
て
ゐ
仁
・
蕊
し
、
「
此
の
條
文
は
前
記
の
經
濟
的
領
域
に
於
け
る
契
約
的
破
棄

。
ｋ

法
ご
同
様
に
政
治
的
恢
域
に
於
け
る
ビ
ス
．
マ
ル
ク
の
肺
・
御
災
主
黛
に
對
す
る
蚊
初
の
例
外
法
規
Ｓ
属
目
画
昏
冒
の
、
の
、
①
冨
）
で

４６ Ｊ

あ
っ
だ
。
」
献
秤
災
主
瀧
の
ハ
ッ
セ
ル
マ
ン
（
国
璽
の
“
の
旨
自
己
）
に
依
り
「
労
働
新
階
級
に
對
す
る
宜
戦
布
告
」
（
犀
屑
の
①
疏
‐

．
く

冨
目
掲
帰
岨
の
口
含
の
腎
胃
胃
境
匡
画
、
の
①
）
、
こ
し
て
論
難
さ
れ
し
此
の
法
案
は
、
談
杵
に
於
て
不
成
功
に
経
っ
た
が
、
ビ
ス
マ

ル
ク
は
此
の
憎
む
べ
き
煎
派
の
發
展
に
對
し
て
決
し
て
追
及
の
手
を
弛
め
芯
か
つ
に
。

．
斯
く
て
翌
二
八
七
Ⅲ
年
一
」
そ
は
、
祇
禽
民
主
蕪
に
對
し
て
一
肝
苛
酷
な
る
法
律
的
政
論
的
辿
韓
の
初
め
を
意
味
し
て

７４ ７

ゐ
に
。
」
即
同
年
夏
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
（
園
。
旨
。
房
の
）
が
祗
御
主
義
及
び
そ
の
岡
惰
粁
に
開
す
る
論
文
の
中
で
、
「
壮
御

く

１妃ｆ

民
主
産
義
は
そ
の
力
を
弧
大
化
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
血
ご
鐡
、
と
を
以
て
作
上
げ
た
理
想
を
足
蹴
り
に
す
る
で
あ
ら
う
」

グ

ご
叫
ん
だ
時
に
備
っ
て
、
・
ビ
ス
マ
ル
ク
の
旨
を
受
け
し
稔
訓
テ
ッ
セ
ン
ド
ル
フ
（
弓
の
い
い
。
且
。
島
）
に
依
２
Ｌ
峻
烈
な
る

弾
肱
が
蜜
施
さ
れ
、
所
洲
テ
ッ
セ
ン
ド
ル
フ
時
代
（
ａ
・
宵
騨
罵
の
”
の
目
。
閾
）
．
の
恐
怖
を
現
川
す
る
に
至
り
、
其
の
押
雌

Ｆ
●

は
勿
論
ア
イ
ゼ
ナ
ッ
、
ハ
派
に
對
し
て
の
み
に
止
ら
な
か
っ
た
。
此
の
押
雌
が
如
何
に
激
烈
な
る
も
の
な
り
し
か
は
、
「
雌

初
の
七
ケ
川
冊
に
、
紺
余
刑
の
如
き
小
事
件
を
除
い
て
。
フ
ロ
シ
ャ
剛
家
丈
で
も
ラ
ッ
サ
ー
ル
派
の
八
十
七
名
以
上
の
人
糞

９４く ７

が
百
川
件
の
訴
訟
事
件
に
依
２
Ｌ
總
計
二
両
十
一
ヶ
リ
ヒ
三
週
Ⅲ
の
紮
釧
に
庭
せ
ら
れ
た
」
ご
い
ふ
辨
蛮
が
之
を
示
し
て

、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
對
祁
秤
雌
主
輔
錐
こ
〃
五

’
1

1

q

’

」
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1

て
ら
れ
た
。
帥
、
此
の
年
に
淵
っ
て
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
刑
法
典
に
對
す
る
補
則
に
依
り
肺
御
災
主
灘
の
辿
審
の
鰯
の
新

た
な
る
立
法
的
試
み
を
爲
し
た
。
共
の
第
而
三
十
條
に
口
、
「
公
安
を
危
く
す
る
方
法
で
人
雌
の
各
階
級
州
を
公
然
ご

分
裂
せ
し
む
る
所
の
叉
は
同
様
の
方
法
で
結
婚
、
家
族
又
は
私
有
財
庵
制
度
を
公
然
一
両
語
又
は
丈
普
に
依
っ
て
破
壊
せ
ん

５く

ざ
す
る
背
は
投
献
の
刑
に
虚
せ
ら
る
」
ざ
。
然
し
乍
ら
又
も
や
之
は
議
御
の
霄
決
を
家
る
に
至
っ
た
。
夫
に
も
拘
ら
ず
ビ

ス
マ
ル
ク
は
決
し
て
之
に
狼
狐
す
る
こ
ご
な
く
、
所
期
の
目
的
逹
成
の
時
機
を
窺
っ
て
ゐ
に
。
同
年
十
二
川
十
五
Ⅱ
の
代
，
、

識
士
辿
の
夜
禽
で
彼
は
、
「
祗
称
此
主
難
は
そ
の
發
展
の
絶
頂
へ
琶
逹
し
に
。
…
・
・
…
…
・
数
年
後
に
は
早
く
も
市
雌
階
級

５２

（
国
鳥
①
境
目
日
）
は
、
疲
跨
し
き
っ
た
孤
柵
の
放
浪
村
が
一
杯
の
水
を
求
む
る
が
如
く
刑
法
規
定
を
渇
望
す
る
で
あ
ら
う
」

さ
公
言
し
た
。
趣
へ
て
翌
一
八
七
六
年
二
川
九
側
叉
し
て
も
刑
法
典
の
補
足
議
案
を
提
川
す
る
に
総
り
、
彼
は
識
稗
で
始

め
て
詳
細
に
献
禽
民
主
難
さ
同
黛
に
對
す
る
攻
曜
に
開
し
述
べ
に
。
日
、
「
人
ざ
ぜ
蛮
現
不
可
能
の
希
裟
に
到
逹
せ
し
め

ん
壷
こ
す
る
祗
禽
民
主
主
義
的
秘
密
運
動
が
、
渦
逸
人
の
鍔
働
能
力
を
低
下
せ
し
め
て
ゐ
る
。
祗
念
民
主
皇
韮
の
指
導
粁
逹

ビ
量
、
ル
ク
の
對
肺
愈
比
主
黛
漿
二
六

ゐ
る
。
而
も
「
夫
は
全
く
賊
仲
性
あ
る
條
丈
解
牒
を
根
擴
っ
こ
し
て
居
り
、
典
の
上
そ
の
叩
山
は
邸
に
鯛
家
制
度
を
塒
倒
し

た
壷
こ
か
、
洲
階
級
肘
を
煽
動
し
た
つ
こ
か
、
岡
家
椛
力
に
反
抗
し
た
↑
こ
か
、
飛
主
札
他
を
侮
辱
し
拒
琶
か
い
ふ
凡
て
抽
象
的

〈
Ⅲ
〕

【
〔
》 りく

な
罪
橘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ｏ
」
然
し
乍
ら
此
の
弾
雌
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
の
意
附
こ
は
逆
に
作
川
し
て
、
肺
秤
災
主
雛
内
叩

派
の
翌
年
の
ゴ
ー
タ
の
大
禽
に
基
く
合
同
を
促
す
念
連
な
る
鍼
蓮
を
作
り
ビ
ス
マ
ル
ク
に
對
す
る
征
友
恐
る
べ
き
難
派
の

發
股
の
鱒
の
助
成
的
方
策
に
過
ぎ
ざ
る
結
果
ご
な
っ
た
。

９
●

斯
か
る
情
勢
の
一
中
に
一
八
七
五
年
に
は
更
に
而
も
從
來
の
川
版
法
よ
り
は
一
腓
庇
範
剛
に
豆
る
撚
什
な
抑
唯
手
段
が
企

■ 』

I



５３

は
、
勝
働
階
級
の
窮
乏
に
對
し
本
便
的
に
同
罪
で
あ
る
」
．
ざ
。
此
の
言
の
中
に
我
友
は
、
嘗
て
ア
シ
ュ
レ
ー
（
シ
昌
一
の

貯
匡
ｇ
）
が
共
の
箸
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
斌
含
政
策
」
の
中
に
於
て
、
「
彼
は
理
想
主
義
的
な
抽
象
的
な
原
理
的
な
凡
て
の

・
和

物
を
極
度
に
嫌
２
と
ご
論
噺
せ
る
言
笹
想
起
す
る
ご
共
に
、
一
八
七
六
年
以
後
に
於
け
る
經
濟
的
不
況
、
砒
含
的
不
安

の
延
引
を
、
耐
命
小
氏
主
蹴
殊
に
そ
の
指
導
粁
逹
の
煽
動
の
黄
に
肺
せ
ん
さ
し
て
繰
返
し
公
言
せ
し
セ
ハ
年
の
ビ
ス
マ
ル
ク

の
識
・
御
淡
説
を
想
到
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

ご
ま
れ
斯
か
る
中
に
、
一
・
ハ
七
八
年
仙
林
の
宮
廷
牧
師
ア
ー
ド
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
（
シ
：
罵
鴎
胃
可
獄
）
に
依
る
キ
リ
ス

ト
教
的
牡
命
運
動
こ
そ
ば
、
正
に
一
八
七
八
年
就
御
主
義
新
法
の
序
曲
を
奏
し
つ
上
彗
星
の
如
く
消
去
２
卜
特
異
的
現
象

で
あ
る
ご
共
に
、
ビ
ス
マ
ル
ク
今
ど
し
て
以
て
心
秘
か
に
ラ
ッ
サ
ー
ル
時
代
に
於
け
る
跨
働
階
級
に
對
す
る
政
策
を
再
現
せ

ん
芦
一
企
て
し
め
し
漱
迎
す
べ
誉
蓮
動
で
今
の
っ
た
。
荒
し
「
、
ン
ユ
テ
ッ
カ
ー
は
同
年
一
川
キ
リ
ス
ト
教
肺
御
難
６
耳
冒
胃
ず
Ⅱ

伽
。
園
冒
一
。
弓
胃
目
）
を
創
立
し
、
努
側
新
を
肺
秤
雌
王
蹴
か
ら
逹
ざ
け
キ
リ
ス
ト
教
循
仰
『
こ
閏
王
及
肌
剛
に
對
す
る
愛
に
基

い
て
之
等
を
結
合
せ
し
め
ん
ご
企
て
た
。
即
、
そ
の
ｎ
棟
”
こ
す
る
所
は
、
唯
物
術
釉
無
祁
術
的
枇
愈
壬
韮
に
對
抗
し
、
君

伍

主
凌
義
的
宗
教
的
基
礎
の
一
下
に
肺
称
の
經
濟
的
改
姉
を
断
行
せ
ん
ざ
す
る
に
あ
っ
た
ｏ
」
而
も
同
難
は
、
「
一
三
の
叫
家

主
義
的
要
求
を
除
い
て
は
保
守
的
の
も
の
で
あ
り
、
從
て
キ
リ
ス
ト
教
献
盃
咽
難
の
煽
動
は
本
礎
的
に
は
邸
に
自
山
主
義
に

６５

對
、
す
る
特
殊
な
保
守
的
攻
峨
に
過
莨
姓
か
２
卜
ｃ
」
斯
く
て
煙
両
す
れ
ば
、
「
叫
家
に
於
け
る
絶
對
王
政
及
封
建
的
ユ
ン

７↓。

カ
ー
主
韮
の
支
剛
部
反
動
勢
力
幸
い
支
配
の
偏
に
跨
例
階
級
琴
ぜ
利
用
す
↓
？
」
、
己
が
此
の
運
動
の
、
的
で
あ
つ
だ
。
」
さ
れ
ば

「
一
兀
來
・
ン
ユ
テ
ッ
カ
ー
は
ビ
ス
マ
ル
ク
か
ら
微
喋
の
保
謹
を
も
受
け
て
ゐ
な
か
っ
た
し
、
寧
ろ
、
彼
の
蚊
初
の
献
御
政
錐
上

ビ
ゞ
ス
マ
ル
ク
の
對
杜
令
乢
主
難
漿
二
七

|

■

１
１



ピ
ス
マ
ル
ク
の
對
肺
命
比
主
蕪
錐
．
二
八
・
・

、記く

の
意
見
は
ビ
ス
マ
ル
ク
さ
尖
鋭
に
對
立
し
て
ゐ
に
」
に
も
拘
は
ら
ず
、
ビ
ズ
マ
ル
ク
は
彼
を
自
己
の
味
方
さ
な
し
、
此
の

蓮
動
を
利
川
し
て
献
稗
雌
主
難
の
手
か
ら
鍔
働
階
級
を
奪
２
Ｌ
保
守
的
閏
家
の
忠
誠
な
る
傍
働
粁
を
求
め
ん
ご
企
て
た
の

で
あ
っ
た
。
然
し
乍
ら
儲
時
既
に
深
く
階
級
意
識
に
没
込
ま
さ
れ
て
ゐ
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
「
シ
ュ
テ
ッ
ヵ
ー
の

運
動
に
引
入
れ
ら
れ
る
こ
、
こ
は
な
か
つ
仁
が
筋
に
、
静
働
特
に
何
等
さ
る
に
足
る
影
粋
を
典
へ
ず
し
て
間
も
な
く
立
淌
え

、
〕
》

Ｆ
Ｊ

、
１
ジｔ

ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
ｃ
」
斯
く
て
メ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
「
此
の
硫
黄
壮
御
に
於
て
ビ
ス
マ
ル
ク
が
彼
の
錨

ｆ Ｏ Ｊく

脈
に
職
火
す
る
爲
に
心
秘
か
に
帆
み
、
こ
し
に
硫
茨
マ
ッ
チ
も
亦
い
ぶ
っ
て
し
ま
つ
に
。
」
・

然
れ
ば
上
述
の
如
き
連
年
に
亘
る
談
稗
で
の
度
飛
な
る
失
敗
、
更
に
亦
キ
リ
ス
ト
裁
吐
森
運
動
に
鋤
す
る
利
用
誹
飛
の

６ １ Ｊｔ

失
敗
が
ビ
ス
マ
ル
ク
を
し
て
、
「
そ
の
生
來
の
祁
經
厩
母
」
惟
勢
意
識
（
閣
員
○
昌
塑
胃
）
の
術
動
」
の
中
に
祗
御
災
主
潔
に

對
す
る
恢
怒
ご
弾
唯
意
欲
の
炎
一
ぜ
彌
が
上
に
も
燃
上
ら
せ
る
に
至
っ
化
。
．
．
§

脈
っ
て
惟
ふ
に
、
此
の
時
に
術
り
渦
逸
帝
剛
内
の
一
般
的
情
勢
は
正
に
形
容
し
難
き
經
濟
的
就
命
噸
的
祷
雌
の
段
階
へ
己

到
逹
し
て
ゐ
に
。
即
、
、
「
制
度
の
奇
態
、
諸
邦
分
立
主
義
の
主
張
、
政
蹴
の
細
分
化
、
自
山
主
義
の
渇
望
‐
保
守
黙
の
對

立
、
祗
御
主
義
の
脅
威
、
文
化
詐
術
の
紛
飢
が
、
穴
業
の
不
振
さ
財
政
の
不
良
状
態
ご
更
に
は
亦
鍔
働
階
級
の
悲
惨
〈
峰
ろ

生
活
状
態
ご
錯
綜
し
て
川
簡
年
こ
の
方
些
細
な
輔
件
に
依
っ
て
も
必
然
的
に
愈
惟
的
危
機
に
礎
形
す
る
に
至
る
、
ぺ
・
誓
淋
在

６ ２ Ｊ

的
危
機
の
状
態
を
形
成
し
て
ゐ
に
の
で
あ
っ
た
。
」
斯
か
る
暗
潅
に
ろ
惰
勢
の
下
に
於
て
、
七
年
前
猫
逃
皇
帝
ざ
し
て
欺

く

も

り

迎
さ
れ
し
老
帝
の
生
命
を
脅
塑
り
所
の
二
つ
の
無
意
味
且
拙
劣
な
晤
殺
計
喪
事
件
が
勃
發
し
た
。
一
は
五
Ⅱ
十
一
日
仙
林

の
ウ
ン
タ
ー
。
デ
ン
・
肌
ン
ヂ
ン
に
於
け
る
鐡
力
職
ヘ
ー
デ
ル
（
国
匙
＆
の
拳
銃
に
依
る
皇
帝
狙
確
事
件
で
あ
り
、
他



１
１

は
六
月
二
日
同
じ
く
ウ
ン
タ
ー
・
ヂ
ン
・
リ
ン
デ
ン
に
於
て
落
ぶ
れ
若
ノ
ビ
リ
ン
グ
博
士
（
ロ
一
冑
。
獄
・
属
胃
』
ｚ
ｏ
昌
ご
巴
が

猟
銃
に
依
り
老
帝
に
重
傷
を
負
は
し
む
る
に
至
り
し
狙
躍
事
件
で
あ
っ
た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
は
直
ち
に
此
の
事
件
を
自
己
の

目
的
の
爲
に
利
用
し
た
。
う
鑓く

而
も
「
壮
命
民
主
糞
義
は
此
の
無
意
味
な
る
行
爲
に
開
し
て
何
等
糸
を
操
っ
て
ゐ
に
の
で
は
な
か
っ
た
」
こ
ざ
は
雨
人

の
經
歴
性
格
、
並
に
彼
等
に
對
す
る
裁
判
更
に
雨
事
件
に
對
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
態
度
が
明
か
な
る
眞
相
さ
し
て
之
を

示
し
て
居
り
、
從
て
此
の
雨
事
件
を
是
が
非
で
も
就
命
皿
比
主
蕪
の
罪
に
肺
せ
ん
ざ
癖
読
荊
策
し
た
こ
ざ
の
不
當
、
否
寧
ろ

礎
酷
な
る
は
既
に
岬
脚
時
に
於
て
も
識
着
の
認
む
る
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
ビ
ス
マ
ル
ク
自
身
に
さ
っ
て
も
一
種
の
卑
劣

６４

な
る
口
蜜
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
」
（
之
等
に
開
す
る
詳
述
は
紙
数
其
他
の
都
合
に
依
り
略
す
。
）

戸
。
－
コ

而
も
此
の
雨
事
件
の
「
剛
内
に
與
へ
し
感
銘
は
震
に
筆
舌
の
誰
す
所
で
は
な
か
っ
た
。
」
・
「
夫
は
凹
民
が
皇
帝
は
致
命

６

傷
を
負
は
れ
た
の
で
あ
る
き
信
じ
仁
が
爲
に
一
暦
甚
し
か
つ
に
。
」
他
方
「
ビ
ス
マ
ル
ク
に
依
る
多
数
の
新
聞
の
買
收
、

６７

利
用
」
が
驚
く
べ
き
効
を
奏
し
に
。
斯
く
て
、
「
全
渦
逸
帝
叫
に
恢
怒
の
叫
び
ご
激
動
の
苦
捕
Ｅ
が
響
き
渡
っ
た
。
政
府

鴎く

内
で
は
蚊
も
穏
健
な
人
盈
す
ら
、
『
’
一
ヒ
リ
ズ
ム
さ
就
愈
氏
主
難
さ
の
戯
減
』
を
叫
ぶ
に
至
っ
た
。
」
斯
く
て
七
三
年
以

來
ピ
ス
マ
ル
ク
に
幾
多
の
不
而
、
ご
悩
怒
さ
を
典
へ
し
か
の
峻
烈
苛
酷
な
る
枇
称
主
義
肴
法
案
は
、
ヘ
ー
デ
ル
、
ノ
ビ
リ

９

ン
グ
雨
事
件
を
「
全
形
勢
を
支
配
す
る
」
契
機
ゞ
こ
し
て
遂
に
一
八
七
ハ
年
十
川
十
九
日
二
頁
千
一
票
對
而
四
十
九
票
を

以
て
議
會
の
通
過
を
見
、
爾
来
士
一
年
間
Ｅ
且
り
ビ
ス
マ
ル
ク
に
依
る
澗
逃
杜
命
皿
民
主
蕪
弾
嘩
の
嵐
は
、
か
の
確
仁
る
法

律
的
明
文
の
下
に
帝
岡
内
に
そ
の
猛
威
を
暹
し
う
す
る
に
至
っ
た
。

ビ
ス
弓
、
ル
ク
の
對
祉
含
民
主
蕪
策
二
九

I
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I

顧
る
に
そ
の
昔
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
ラ
ッ
サ
ー
ル
の
勧
め
に
依
り
労
働
問
題
に
對
す
る
特
殊
な
關
心
を
抱
く
に
至
り
し
よ

り
こ
の
方
、
肺
獅
民
主
雛
抑
雌
が
其
の
公
然
た
る
法
的
蛮
施
を
見
る
に
至
る
迄
正
に
十
有
五
年
を
經
過
し
に
。
澗
逸
帝
幽

宰
和
、
こ
し
て
而
も
徹
底
的
保
守
主
義
的
反
動
的
椛
勢
家
、
こ
し
て
共
の
内
政
問
題
に
於
け
る
、
一
大
脅
威
に
る
肺
・
稗
民
主
産
義

的
蹴
派
に
對
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
蒋
悩
は
愛
に
想
像
に
除
り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
惟
ふ
に
、
一
度
は
肺
愈
此
主
蹴
に
對

し
て
秋
波
を
送
り
、
シ
ゞ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
〃
ダ
イ
ン
問
題
更
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
對
す
る
跨
働
階
級
の
支
持
を
期

待
し
更
に
進
ん
で
は
王
の
私
財
に
依
り
維
持
さ
る
上
生
産
組
合
す
ら
創
立
し
て
、
進
歩
蝋
の
牽
制
に
姿
す
る
ざ
共
に
跨
働

大
衆
の
漱
心
を
買
っ
た
こ
さ
の
あ
る
ビ
ス
マ
ル
ク
で
は
あ
つ
仁
が
、
・
彼
の
生
來
的
性
格
亡
斌
愈
槻
さ
に
極
度
に
矛
爪
す
る

派
・
獅
災
主
難
が
そ
の
發
展
を
止
め
ざ
る
以
上
決
し
て
何
時
ま
で
も
彼
の
支
配
す
る
猫
逸
帝
國
内
に
公
然
た
る
存
綾
を
容
認

さ
る
上
筈
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
・
ず
ビ
ス
マ
ル
ク
が
斯
く
も
鍔
苦
し
て
求
め
し
枇
禽
主
義
者
法
は
、
事
蛮
に
於
て
何
等
の
効
を
奏
せ
ず
寧
ろ
そ

の
意
岡
に
逆
っ
て
作
則
し
た
こ
直
は
、
砒
・
御
災
主
難
の
爾
後
の
絶
え
ざ
る
而
も
急
激
な
る
發
展
が
之
を
示
し
て
ゐ
る
。
彼

が
一
八
八
四
年
十
一
月
十
凹
日
帝
剛
議
称
に
於
て
、
「
牡
森
氏
主
黛
な
る
も
の
が
存
在
し
て
居
ら
ず
且
夫
を
怖
る
上
若
干

の
人
逹
が
居
な
い
さ
す
る
な
ら
ば
、
從
來
我
友
が
一
般
に
祇
称
改
良
に
於
て
遂
行
し
來
つ
仁
斯
の
適
度
の
進
歩
も
亦
存
在

し
な
い
で
あ
ら
う
」
ご
公
言
し
た
の
は
、
祗
御
民
主
難
の
存
在
理
由
を
認
め
た
ご
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
、
祇
命
主
義
若
法
の

ビ
↓
今
、
ル
ク
の
對
祇
禽
民
主
燕
紫

四
、
結

一
二
口
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効
果
な
言
」
さ
に
譜
す
る
自
己
癖
解
で
あ
っ
龍
。
．
蓋
し
、
肺
獅
民
主
蕪
の
斯
く
の
如
き
發
展
は
蔽
ふ
く
か
ら
ざ
る
一
つ
の

歴
史
的
必
然
性
を
有
す
る
現
象
で
あ
り
、
從
て
之
彩
抑
雌
せ
ん
ざ
．
の
企
て
の
失
敗
は
謡
は
回
逆
に
一
つ
の
歴
史
的
柿
命
さ

も
云
ふ
・
へ
冒
も
の
で
あ
っ
た
。
‐
一
八
七
ハ
年
夏
ビ
ス
マ
ル
ク
が
ト
ル
コ
問
題
を
議
す
べ
き
仙
林
種
議
に
於
て
、
「
此
の
愈

７０

識
を
静
働
階
級
の
剛
際
的
排
確
の
鰯
に
利
州
せ
ん
ご
企
て
た
」
ご
・
い
ふ
郡
柄
は
、
肺
愈
此
主
蕪
が
彼
の
苦
臘
ご
弾
雌
に
も

拘
ら
ず
？
既
に
常
時
に
於
て
諸
剛
に
ご
っ
て
恐
る
べ
き
剛
際
的
發
展
を
鰯
せ
る
辨
蛮
を
物
語
る
ゞ
こ
同
時
に
ゞ
「
彼
の
間
隙

７

的
地
位
の
絶
頂
を
示
す
所
の
仙
林
愈
議
」
‐
の
除
威
を
以
て
せ
し
献
命
主
義
新
法
も
、
現
蛮
の
發
展
の
前
に
は
如
何
Ｅ
も
鰯

し
難
か
り
し
を
惣
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
は
れ
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
「
爾
來
幾
千
の
人
糞
に
凡
ゆ
る
詳
痂
壷
と
災
じ
こ

を
典
へ
し
祓
含
主
義
新
法
に
依
り
祗
称
主
義
的
學
説
の
蒋
及
ざ
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
的
反
抗
の
抑
唾
催
要
す
る
に
果
さ
れ
な

７《
ソ
凹
司

か
つ
に
。
」
メ
ー
リ
ン
グ
の
次
の
形
客
は
、
一
言
以
て
ビ
ス
マ
ル
ク
の
耐
禽
氏
主
旗
弾
嘩
の
姿
及
共
の
失
收
哲
如
貧
に
示

す
も
の
で
あ
ら
う
。
月
「
ビ
ス
マ
ル
ク
は
今
や
祗
禽
民
主
蝋
に
對
し
て
公
然
た
る
戦
を
開
始
し
た
。
初
め
は
賜
鹿
に
し

た
傲
慢
さ
を
以
て
一
進
一
退
し
乍
ら
、
後
に
は
自
己
存
立
の
筋
の
決
死
的
闘
争
に
於
て
愈
糞
狂
暴
に
、
か
く
て
妓
後
に
彼

３７

自
身
の
存
在
が
跡
か
た
も
な
く
崩
壊
す
る
に
至
っ
た
」
さ
。

斯
く
て
我
堂
は
次
の
如
く
断
定
す
る
こ
Ｅ
が
肌
來
る
で
あ
ら
う
。
即
、
「
斯
か
る
抑
雌
は
現
蛮
の
工
業
的
發
展
ご
大
都

市
及
郭
外
都
屯
工
場
村
落
の
不
断
の
蛾
大
に
直
面
し
て
ば
殆
４
乙
何
等
の
意
味
を
な
さ
ず
に
過
ぎ
に
。
さ
れ
ば
此
の
抑

唾
は
、
十
九
祉
紀
初
期
に
雌
族
思
想
い
發
展
ご
小
邦
政
策
を
攻
繋
す
る
行
年
述
動
を
禁
雌
せ
ん
ご
企
て
し
カ
ー
ル
ス
ゞ
ハ
ー

ド
ｍ
決
議
が
失
敗
に
経
っ
た
が
如
く
、
又
五
十
年
代
に
於
て
一
・
ハ
Ⅲ
ハ
年
に
勃
發
せ
る
動
剛
を
抑
制
す
・
る
》
」
雪
こ
が
川
來
な

ビ
ス
マ
ル
ク
の
對
肚
愈
乢
主
然
錐
言
二

』

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌ
’
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I

ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
對
肚
衛
民
主
然
策
三
三
〃７４〃

も
■

か
つ
に
如
く
、
更
に
は
亦
新
炎
族
院
及
糀
肺
病
の
叫
王
ご
締
託
せ
る
『
郡
長
愈
諜
』
（
冒
国
号
鼻
の
冨
目
目
の
獄
）
が
自
由
主

ｙおく

韮
を
艇
く
抑
雌
す
る
こ
↓
と
が
出
来
な
か
つ
仁
如
く
に
失
敗
に
蹄
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
然
り
而
し
て
よ
し
や
外
政
的
に
は

前
祉
紀
第
一
の
名
濡
縦
に
す
ど
も
、

「
ビ
ス
マ
ル
ク
こ
そ
ば
正
に
祇
・
稗
民
主
蕪
に
對
し
て
全
く
礎
脈
な
る
椛
力
家
で
あ

献
稗
問
題
に
於
て
は
要
す
る
に
『
妄
想
狂
的
な
反
自
由
主
義
着
』
ａ
胃
急
餌
冒
乱
簡
狩
⑦
○
渦
の
口
吻
宮
の
百
号
の

り
、

四

Ｊ

ｊ
戸
、
〉

”
ｊｆ

Ｆ
号
①
門
農
の
冒
匡
、
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
ご
・

一
王

再
言

へ
』
）
○
．
ぐ
．
里
の
日
胃
Ｃ
Ｆ
Ｏ
⑦
烏
画
冨
ロ
ロ
．
両
国
ロ
ロ
日
ロ
ロ
胃
冒
．
国
早
Ｐ
や
ｘ
，

、

〔
い
）
］
．
。
○
ず
①
ロ
）
圃
目
Ｑ
の
い
の
直
『
］
、
両
日
冒
吋
⑦
貸
揖
一
行
日
ぬ
晦
口
①
、
ロ
い
も
．

●

（
②
）
や
．
、
蔚
旨
】
司
辱
吋
黒
国
叩
目
胃
ｏ
汚
の
詞
⑦
ユ
①
．
．
国
具
式
（
園
①
。
透
昌
、
匡
昌
ぐ
．
里
室
・
〕

（
心
）
⑦
．
、
３
日
○
扁
吋
）
の
言
国
富
国
匡
匡
⑦
局
．
で
笛
．
・

へ
い
）
国
．
国
○
ず
愚
ロ
ロ
〕
両
胃
異
国
め
冒
胃
巳
六
．
国
旦
自
．
℃
回
国
、
１
国
。

．
（
か
〕
○
．
ぐ
．
国
の
日
胃
ｏ
Ｆ
ｂ
詩
隠
困
冒
目
⑦
岸
⑦
口
君
⑦
『
訂
．
国
具
巨
・
ｐ
Ｓ
式

〔
『
）
①
①
骨
ご
宍
①
ロ
ロ
．
国
別
ざ
ロ
臼
巨
口
鴨
ロ
、
国
２
脚
ロ
己
．

（
、
）
の
．
同
鴨
与
画
角
や
固
め
日
胃
鼻
〕
ぬ
⑦
冒
伊
．
：
①
ロ
９
．
ｍ
①
旨
量
行
爵
．
ロ
豊
Ｐ

〔
Ｃ
〕
○
ず
、
国
岸
蔚
吋
ず
宮
旦
閏
．
ｐ
い
ぬ

Ｑ
ｅ
旨
．
Ｆ
①
ロ
Ｎ
ｐ
‐
同
．
冒
胃
ｏ
房
〉
ロ
開
国
の
日
日
鼻
Ⅱ
百
胃
．
や
凶
Ｐ

Ｑ
Ｃ
甸
．
固
口
頤
①
房
曹
己
尉
岡
目
。
ａ
○
百
冒
口
掘
旦
①
ｍ
ｍ
Ｏ
凰
画
屏
日
こ
い
．
国
①
民
Ｆ
鴎
匡
算
．
馬
思
．
つ
ま
．

Ｑ
ど
句
白
雪
①
拝
冒
四
Ｑ
①
ｍ
ｏ
霞
の
鷺
の
邑
閂
処
⑦
具
の
。
冨
口
の
○
凰
四
犀
⑦
冒
○
寄
胃
苛
諺
匡
津
蝉
石
母
．
国
昌
②
．
ロ
量
④
．

。
８
己
興
の
国
の
日
胃
◎
ず
Ⅱ
冑
胃
．
や
里
。

。
＄
詞
．
旨
α
口
狩
）
国
⑦
冒
吋
旨
ず
ぐ
．
弓
愚
斎
ｏ
屋
内
四
目
．
国
の
ｇ
胃
。
富
、
苫
苛
冒
号
Ｈ
ｍ
ｏ
風
画
き
○
岸
弄
・
も
皀
堂
．

Ｏ
Ｓ
里
の
目
貫
ｏ
Ｆ
ｂ
苛
需
の
．
弓
．
国
具
鈎
勺
８
、

|

1



(16)KIein-Hattingen,Bismarcku.
seineWelt.p.

383.
(
1
7
)
M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
3
.
p
.
1
1
8
.

(18)
F.Lassalle,Arbeiter=Programm.(Reclamsuniv.Bibl.)pp,66-68.

(
1
9
)
G
e
d
,
u.Erinnemngen.Bd.

3．
p@
74.

(
2
0
)
M
e
h
r
i
n
g
.
B
d
.
3．
p.
122.

(
2
1
)
ibid．

p.
5.

(22)
ibid.p.

19.

(23)G・
Mayer,BismarckU.LIIssalle..p.

54.

(24)L.Zeitlin,FtirstBismarcksSozial=Wirtschaftsu.
steuerpolitischeAnschauunger】

、
p,

19.
(
2
5
)
D
a
s
B
i
s
m
a
r
c
k
=
J
a
h
r
.
p
.
2
1
6
.

(26)
i
b
i
d
.
p
.
2
1
6
.

(27)
BiSmarck,DiegeS.W.Bd、

12.p.316,
461･

(28)
Bismarck,Dieges.W.Bd.

11.pp.610-611.
(
2
9
)
M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4.p、

21.

(30)Ver9.v、
A.Bebel,E・

Bernstein.DerBriefwechselzwischenF・
Engelsu.K.Marx.Bd.

4.p､412.
わ

(31)
Bismarck,Dieges.W・

Bd.
8.p.90.

(
3
2
)
M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
､
4
．
p
.
2
0
.

(33)G.Brodnitz,BismarckoNational6konomischeAnschauungenp.
12.

(34)W・
Oncken,A11gemeineGeschichte,Vol、

44．
p、
651,791,792.

(35)
Bismarck,Dieges.W.Bd.11．

pp.
610F-11･

(
3
6
)
M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4
.
p
.
2
1
.

(37)Ch.Seignobos,Histoirepolitiquede
l'Europecontemporaine.

p.615.
(38)

Charakterbilder,p、
49．

，

(39)R.O1denbourgsGeschichtlichesQuellenwerk．
T1.

3,Bismarck.
pp.99-100.

回
K↑
,ミ
、
Q顎
堂
唱
ご
雪
梢
縛
署

1
11111

･

ヒレ

ザ
グ

ー
－



一

、

ゴ

'n_j
f<
ヤ
ミ
、
Q顎
建
仁
茸
,罵
韓
署

Cha'･akterbilde'｡,p.
49.

ibid.P.
49.．

‐

M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4.･p.

231．

B
i
s
m
a
r
c
k
s
e
i
n
L
e
b
e
n
u
.
S
e
i
n
W
e
r
k
.
p
.
349.

Bismarcku，
s
e
i
n
e
W
e
l
t
.
p
.
380.‐

M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
･
4
.
p
.
47.

ibid.p、
47.

B
i
s
m
a
r
c
k
,
u
.
s
e
i
n
e
W
e
l
t
j
p
.
380.

M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4．
p.
79.

p

ibid．
p、

81．

ibid．
p、

81．
．

B
i
s
m
a
r
c
k
u
・
S
e
i
n
e
W
e
l
t
.
p
.
381.

ibid.p、
381.

ibid．
p.

381．

A
.
A
s
h
l
e
y
,
T
h
e
S
o
c
i
a
l
P
o
l
i
c
y
o
f
B
i
s
m
a
r
c
k
.
p
.
8.

C
o
h
e
n
,
p
、
276.

B
i
s
m
a
r
c
k
U
.
S
e
i
n
e
W
e
l
t
．
P
.
3
8
4
.

･
･

M
e
b
r
i
n
g
,
B
d
、
4
.
p
.
131.

i
b
i
d
.
p
.
131.

ibid.
_p.

133.

ibid.p、
133.

C
o
h
e
n
,
332.

ibid..p.327．

T
6
n
n
i
e
s
.
p
、

11.

1
11豆

〔
40〕

〔
41〕

〔
42）

〔
43）

（
44）

〔
45）

〔
46）

〔
47〕

〔
48〕

〔
49〕

〔
50〕

(51〕

〔
52）

〔
53〕

〔
54）

(55）

〔
56〕

〔
57〕

〔
58〕

〔
59〕

〔
60〕

〔
61〕

〔
62〕

〔
63）

陣



”

’

i
b
i
d
.
p
.

1.

W
.
O
n
c
k
e
n
,
V
o
l
,
4
4
．
p
.
6
3
5
.

.
1

P
.
M
a
t
t
e
r
,
B
i
s
m
a
r
c
k
e
t
s
o
n
T
e
m
p
s
．

t,
3．
p.
409.

A
,
B
e
b
e
l
,
A
u
s
m
e
i
n
e
m
L
e
b
e
n
.
T
1
．
2
．
p
.
414.

B
i
s
m
a
r
c
k
e
t
s
o
n
T
e
m
p
s
．
t
.
3
.
p
.
409.

C
o
h
e
n
,
p
、
3
2
8
．

M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4．
p.
145.

W
.
W
i
n
d
e
l
b
a
n
d
,
D
i
e
a
u
s
w
3
r
t
i
g
e
P
o
l
i
t
i
k
d
e
r
G
r
o
s
s
m
i
i
c
h
t
e
.
p
,
3
4
6
.

T
O
n
n
i
e
s
,
p
.
71.

M
e
h
r
i
n
g
,
B
d
.
4
.
p
.
21.

A
.
S
t
e
r
n
,
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
E
u
r
o
p
a
s
・
B
d
,
7.

p，
4
9
7
．
o
d
.
H
i
s
t
o
i
r
e
p
o
l
i
t
i
q
u
e
d
e
l
'
E
u
r
o
p
e
c
o
t
e
m
p
o
r
a
i
n
e
,

t、
1．
p、
527．

T
6
n
n
i
e
s
,
p
.
7
2
.

B
i
s
m
a
r
c
k
u
.
s
e
i
n
e
W
e
l
t
.
p
.
383.

〔
64〕

〔
65〕

〔
66〕

〔
67〕

〔
68〕

〔
69〕

〔
70）

（
71〕

〔
72〕

（
73）

〔
74〕

』

1

、ノヘノ

５．６

７７ ｒ』く

l
1
1補

iUI<
i'ミ
心
､s語
當
ｷﾆﾖ,淵

舞
景

一一
■

■
■

■
■

■
■




